
ポール・ウォラック 個展 

ファーガス・マカフリー東京
2026 年 9 ⽉ 12 ⽇〜11 ⽉ 14 ⽇ 

オープニング・レセプション: 2026 年 9 ⽉ 12 ⽇ 6-8pm

ファーガス・マカフリー東京は 9 ⽉ 12 ⽇よりポール・ウォラック(1960 年⽣)の近作による展覧会
「DIVISIBLE — 分けられる」を開催します。本展はウォラックのアジアでの初個展となります。初⽇
のオープニングには作家本⼈が在廊します。
ウォラックは主にヨーロッパでの発表を重ね、30 年以上にわたってパリを拠点に創作活動を続けて
きた後、2025 年にニューヨークで華々しく帰国個展を開催しました。同世代の中でも⼀際独創的な
その作品群は、⼿作業で制作された⼩規模な壁⾯作品が持つ親密さと、屋外に恒久的に設置される
パブリック・インスタレーションのスケールとの間を⾃在に⾏き来しつつ、⼀貫して厳格で個⼈的
なロジックを保っています。彼の声は、決して注⽬を集めようとはせずとも、その影響⼒を⾼め、
今⽇の彫刻という広い分野において、控えめでありながらも⽋かすことのできない存在となってい
ます。

ウォラックにとって「分ける」⾏為は決定の⼿段であると同時に、しばし
ば疑問を投げかける⽅法でもあります。それぞれの作品は、切り⼝、継ぎ
⽬、隙間から始まり、分割されたものを⼀つにまとめ上げることで完結し
ます。事前には何も計画されていません。下絵などもなく、素材そのもの
に導かれる⼀連の決断があるのみで、その⼀つひとつが、その後の展開の
中で痕跡として存在しています。加える、差し引く、迷う、そしてやり直
すといった⾏為は、決して削り取られることなく、完成した作品には制作
過程が読み取れる形でそのまま宿っているのです。その記録こそが、作品
を⼈間味あふれるものにしています。それは制作者の存在を象徴するもの
ではなく、彼の存在の跡そのものなのです。

本展覧会は、3 つの形式的な軸に沿って展開され、それらは展⽰構成によっ
て明⽰されるというよりは、その場全体を通じて⽴ち現れてきます。これら 3 つの軸すべてにおい
て、空間そのものが素材として扱われています。各作品は、鑑賞者の⾝体に動き、回り込み、試す
ことを求め、それによって「⾒る」という⾏為が「歩く」ことに近いものになるのです。 
ウォラックの⽇本との関わりは、45 年以上前に彼が初めて京都を訪れたときに始まりました。彼は
その最初の旅を「⼤きな変化をもたらす体験」と表現します。⽇本では何⼀つ⾒過ごされることは
なく、⽬に⾒えるか⾒えないかを問わず、あらゆる細部が重要であるという感覚を得たと⾔いま
す。それ以来、その直感のようなものが彼の作品全体に息づいており、それは、⽇本において「間
（ま）」として知られる概念に近く、そこに在る物と同じくらい重要な意味を持つものです。

non lieu, 2022.  
Wood, mirror, plaster, string.  
26 x 11 7/32 x 7 inches  
(66 x 28.5 x 18 cm)  



最初のアプローチは、反射、そしてそれに対する拒否に焦点を当ててい
ます。《non lieu》（2022）と《Heir》（2026）では、鏡が斜めに設置されて
おり、床や壁、あるいは「不在」を映し出し、決して鑑賞者⾃⾝の顔を
映し出すことはありません。批評家のアン・C・コリンズが『ブルックリ
ン・レール』誌で指摘したように、鑑賞者は「⾃分⾃⾝を⾒ることがで
きず、この鏡によれば、そもそも存在すらしていない」のです。
2 つ⽬は「拡張」を基盤としています。《Give and Taken》（2026
年）、《Since The Day Before》（2022 年）、《Neither Nor》（2026
年）は、いずれも、あらかじめ決められたシルエットを⽬指して構築さ
れたものではなく、接合部、結び⽬、⽊材同⼠が初めて接する平⾯とい
った、単⼀の接点から発展して形作られています。その⼀点から、形は
「押し」と「押し返し」の連続として積み重なり、ある要素が次の要素に
抗い続けることで、作品は静⽌状態ではなく、緊張感の中に留まっていま
す。左右対称な形も、中央に配置されたものもなく、鑑賞のために決められた視点もありません。
各作品を回り込んで⾒ていくと、視線はその物理的な端を越えて、さらに先へと導かれて⾏きま
す。まるで彫刻が膨張の最中に捉えられたかのように、明確な始まりも終わりもない連続性がそこ
にあるのです。 

ウォラックの 3 つ⽬の芸術家としての素質は、⽊、キャンバス、鉛筆、⽷、絵の具といった、⾝近
な素材の表⾯を接ぎ合わせ、修復することに表れます。本展のタイトルにもなっている壁⾯レリー
フ《Divisible》（2017）は、この作品群の中で最も絵画的と⾔えるでしょう。その作品名にはアメリ
カ的な響きがあります。「indivisible（不可分・分けられない）」とは、忠誠の誓いにおいて国家を指
す⾔葉ですが、この注意深く制作された作品は、その統⼀性を肯定するというよりは、向き合って
いるかのようです。

ウォラックの彫刻は開放的な形態を保ち、その作品が提⽰する批評
性は作品の中に息づいています。この稀有な性質によって、私たち
は⽬を離すことができなくなるのです。これらの作品の核⼼には、
静かなパラドックスが存在しています。それらは暫定的な印象を与
えます。例えば、たった⼀点の接合部、⼀本の紐、あるいは⼀つの
決定によってかろうじて結びつけられているに過ぎないかのように
⾒えるのです。その「強み」は硬直した状態ではなく、適応⼒にあ
り、各作品は何かに抵抗することなく、⾃⾝の中にバランスを⾒い
だしています。そして、その⼀⾒儚げな佇まいこそが――それにも
かかわらずではなく、それを通じて――この作品を⽬の当たりにし

たときに鮮烈な印象を与えるのです。作品は、鑑賞者の存在によって初めて完成するように、あえ
て未解決な状態を保っており、私たちは⾃分でも気付かぬうちに、作品と⻑く対峙するよう誘い込
まれます。 
現代の彫刻の多くが画⾯上でデザインされ、機械によって制作される中、ウォラックの⼿彫り・⼿
組みによる彫刻制作は、単なるノスタルジーというよりは、ある主張として受け取ることができま
す。すなわち、下された決断を可視化したままにしておくことこそが強みであり、彫刻が今なお唯
⼀無⼆の形で⽰し得るものは、制作者が⾃らの意思を固めたという事実である、という主張なので
す。 

Divisible, 2017. 
Wood, steel, canvas, paint, paper, pencil.  
13 x 20 1/8 x 3/4 inches (33 x 51 x 2 cm) 

Since The Day Before, 2022. 
Wood, string, paper, paint.  

37 7/8 x 20 7/8 x 12 1/2 inches 
 (96 x 53 x 31.5 cm) 



Paul Wallach   ポール・ウォラック 
パリを拠点に活動。主な個展は、サン＝テティエンヌ近代・現代美術館、ビニャンのドメーヌ・
ド・ケルゲネック、エッセンのフォルクヴァング美術館、デン・ハーグ美術館、ファーガ
ス・マカフリーNY（2025 年）で開催。2018 年には、ザルツブルク財団が⽴ち上げた「クンストプロ
ジェクト・クラウトヒュゲル」のシリーズを締めくくる、巨⼤な屋外インスタレーション《Down to 
the Ground》を完成させた。主な所蔵先は、バッファローのオルブライト・ノックス美術館、パリの
ポンピドゥー・センター、ボルチモア美術館、ノイハウスのリアウニグ美術館、ケルンのケルン彫
刻公園、ほか。

Fergus McCaffrey について 
2006 年ニューヨークで設⽴されたファーガス・マカフリーは、元永定正、⽩髪⼀雄、中⻄夏之ら戦
後⽇本美術の国際的評価を確⽴するうえで重要な役割を果たしてきた。マーシャ・ハフィフ、ビル
ギット・ユルゲンセン、リチャード・ノナス、ジグマー・ポルケ、カロル・ラマなとど独創性に富
んだ気鋭の⻄洋作家の作品展⽰も⾏なっている。2018 年、ロバート・ライマン展を⽪切りに東京・
表参道にギャラリーを開設。以降、ジャスパー・ジョーンズ、リチャード・セラ、久保⽥成⼦らの
展覧会を開催し、2025 年春には京都・⼆条城にてアジア最⼤規模のアンゼルム・キーファー展を主
催した。 

プレスに関するお問い合わせ: 
Tel: +81 (0)3 6447 2660 

Email: tokyo@fergusmccaffrey.com 




